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保育サービス利用者アンケート調査 
 

１ 調査の目的 

この調査は、「世田谷区子ども計画（第２期）」の策定にあたり、区内保育サービス

利用者のニーズ、サービス利用状況、雇用状況等を把握し、今後の保育施設の整備や

保育サービスの充実に向けた検討に資することを目的とする。 
 

２ 調査対象 

世田谷区在住の保育サービス利用者 3,130 人 
 

３ 抽出方法 

区立認可保育所、私立認可保育所、認定こども園、認証保育所、保育室、その他の

認可外保育施設は、施設別無作為抽出、保育ママ、家庭的保育事業は利用者全員 
 

４ 調査方法 

施設から対象者へ直接手渡し－郵送回収 
 

５ 調査時期 

平成 25 年 11 月 14 日～12 月 2 日 
 

６ 回収数・回収率 

施設名 発送・配布数 有効回収数 有効回収率（％） 
区立認可保育所 1,157 854 73.8 
私立認可保育所 1,118 712 63.7 
認定こども園 46 16 34.8 
認証保育所 413 273 66.1 
保育室 102 61 59.8 
保育ママ 87 49 56.3 
家庭的保育事業 77 47 61.0 
その他認可外保育施設 130 35 26.9 
その他・不明  15  

合計 3,130 2,062 65.9 
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１ 子どもと保育施設について 
 
（１）子どもの年齢（問１） 

子どもの年齢は「1歳（21.7%）」、「２歳（21.1%）」、「３歳（17.7%）」などが多く、

平均年齢は2.3歳となっている（図表１－１）。 

図表１－１ お子さんの年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの人数・末子の年齢（問２） 

① 子どもの人数 

子どもの人数は、「１人（50.7%）」、「２人（39.1%）」、「３人（8.4%）」の順となっ

ている。平均人数は1.6人である。（図表１－２－１）。 

図表１－２－１ 子どもの人数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

② 末子の年齢 

末子の年齢は、「０歳（25.0%）」が最も多く、「１歳（21.2%）」、「２歳（17.1%）」、

「３歳（14.7%）」が続いている。平均年齢は2.0歳である（図表１－２－２）。 

図表１－２－２ 末子の年齢（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

０歳

無回答

１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

平均

2.3歳14.0 21.7 21.1 17.7 14.1 10.5 1.0全体（N=2,062）

(%)

１人 無回答２人

４人以上

３人

平均

1.6人
50.7 39.1 8.4

0.9

0.9全体（N=2,062）

(%)

０歳

無回答

１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

平均

2.0歳25.0 21.2 17.1 14.7 11.7 9.4 0.9全体（N=2,062）

(%)
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（３）主に預けている保育施設（問３） 

主に預けている保育施設は、「認可保育所（区立保育園）（41.4%）」、「認可保育所（私

立保育園）（34.5%）」が多く、これに「認証保育所（13.2%）」が続いている。（図表１－

３）。 

図表１－３ 主に預けている保育施設（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）預けている頻度・日数（問４） 

主に預けている保育施設に預けている頻度は、「週５日以上（92.9%）」が大半を占める。

（図表１－４－１）。 

図表１－４－１ 預けている頻度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

月に○日程度と回答した140名が、月に預けている日数は「16～20日（87.9%）」が多い。

平均は18.3日であった。（図表１－４－２）。 

図表１－４－２ 月に預けている日数（全体）＜月に○日程度と回答した人＞ 

 

 

 

週５日以上 無回答

週に○日程度 月に○日程度

92.9

0.0

6.8 0.3全体（N=2,062）

(%)

５日以下

無回答６～10日

11～15日 16～20日 21日以上

平均

18.3日

1.41.4

3.6 87.9 5.70.0全体（n=140）

(%)

認可保育所

無回答

保育室

認証保育所

認可保育所

（私立保育園）

認定こども園保育ママ（保育ママが保育ママの自宅で

毎日一定の時間お子さんを預かる制度）

家庭的保育事業（私立認可保育所に属する保育社が、

借り上げられたアパート等でお子さんを預かる事業）

その他認可外保育施設

（託児所、ベビールーム、

ベビーホテルなど）

41.4 34.5 3.0

2.42.3

13.2

0.81.7

0.7全体（N=2,062）

(%)
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（５）他の保育施設等に預けている状況（問５） 

他の保育施設等に預けている状況をたずねたところ「預けていない」が80.0%と大半を占

めた。預けているケースで多かったのは「同居していない親族や知人、近所の人に預けてい

る（10.5%）」である。（図表１－５）。 

図表１－５ 他の保育施設等に預けている状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 他の保育施設に預けている頻度・日数（問５－１） 

① 預けている頻度 

他の保育施設に預けている頻度は、月に○日程度とする回答（80.2%）が多かった（図表

１－６－１）。 

図表１－６－１ 預けている頻度（全体）＜他の保育施設に預けていると回答した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 月に預けている日数 

「月に○日程度」とした回答の内訳は下記のとおりであり、「５日以下」が74.6%と最も

多かった（図表１－６－２）。 

図表１－６－２ 月に預けている日数（全体）＜月に○日程度と回答した人＞ 

 

 

認可外保育施設に預

けている（託児所、ベ

ビールーム、ベビーホ

テルなど）
無回答

ベビーシッターや家政

婦に預けている

同居している親族（祖父母

など）に預けている

同居していない親族や知人、

近所の人に預けている

その他 預けていない

1.1

3.0

2.6

10.51.1 80.0 1.7全体（N=2,062）

(%)

週５日以上 無回答

週に○日程度

月に○日程度

18.3

0.0

80.2 1.6全体（n=378）

(%)

５日以下

無回答６～10日

11～15日

16～20日

21日以上

平均

4.5日74.6 14.9 6.63.6

0.0

0.3全体（n=303）

(%)
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（７）施設を選ぶ際に重視したこと（問６） 

① 施設を選ぶ際に重視したこと／最も重視すること 

施設を選ぶ際に重視したこと／最も重視することは、「家に近い（52.9%）」であり、こ

れに「兄弟姉妹が通園している（9.2%）」、「施設長や保育者が信頼できる（6.3%）」が続

いている（図表１－７－１）。 

図表１－７－１ 施設を選ぶ際に重視したこと／最も重視すること（全体） 

 

52.9

1.4

4.5

0.3

0.5

9.2

4.9

6.3

0.9

2.8

1.2

2.0

0.0

0.2

0.8

0.3

2.0

3.6

0.5

0.2

0.0

4.2

1.2

0 20 40 60

家に近い

職場に近い

利用する駅に近い

親戚や知人の家に近い

施設周辺の環境が良い

兄弟姉妹が通園している

園の保育内容や方針に共感できる

施設長や保育者が信頼できる

保育者数が十分である

見学や行事等に参加してみて、

子ども達が楽しそうに過ごしている

施設（園舎）の設備や広さが充実している

園庭がある

近くに大きな公園や広場があり、

自然の中で子どもが過ごせる

セキュリティに配慮がされている

評判が良い

知人の紹介がある

保育料が手ごろ（安価）

開園時間が利用希望にあう

利用したいサービスを実施している

親の負担の程度が軽い

親が運営や行事に関わる機会が多い

その他

無回答

全体（N=2,062）

(%)
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② 施設を選ぶ際に重視したこと 

施設を選ぶ際に重視したことについて、１番目から５番目までを合計して複数回答として

集計すると、「家に近い（85.3%」、「園庭がある（42.8%）」、「施設長や保育者が信頼で

きる（36.9%）」、「園の保育内容や方針に共感できる（30.8%）」、「利用する駅に近い（30.4%）」

などが多かった（図表１－７－２）。 

図表１－７－２ 施設を選ぶ際に重視したこと（全体：複数回答） 

 

85.3

11.8

30.4

4.8

20.7

18.1

30.8

35.9

17.6

23.6

31.0

42.8

16.5

9.8

13.8

1.2

21.9

29.8

5.3

12.0

0.4

9.0

1.2

0 20 40 60 80 100

家に近い

職場に近い

利用する駅に近い

親戚や知人の家に近い

施設周辺の環境が良い

兄弟姉妹が通園している

園の保育内容や方針に共感できる

施設長や保育者が信頼できる

保育者数が十分である

見学や行事等に参加してみて、

子ども達が楽しそうに過ごしている

施設（園舎）の設備や広さが充実している

園庭がある

近くに大きな公園や広場があり、

自然の中で子どもが過ごせる

セキュリティに配慮がされている

評判が良い

知人の紹介がある

保育料が手ごろ（安価）

開園時間が利用希望にあう

利用したいサービスを実施している

親の負担の程度が軽い

親が運営や行事に関わる機会が多い

その他

無回答

全体（N=2,062）

(%)
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（８）保育施設の情報入手経路（問７） 

保育施設の情報入手経路は、「区のホームページ（56.4%）」が最も多く、これに「区の

保育課（45.6%）」、「保育施設への直接の訪問（42.3%）」、「友人・知人（31.7%）」が

続いている（図表１－８）。 

図表１－８ 保育施設の情報入手経路（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）施設の見学の有無・行事の参加有無（問８） 

施設の見学の有無・行事の参加有無は、「ある（65.2%）」が「ない（34.4%）」を大きく

上回っている（図表１－９－１）。 

図表１－９－１ 施設の見学の有無・行事の参加有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

22.3

45.6

31.7

2.8

56.4

11.8

42.3

13.8

8.3

4.6

0.5

0 20 40 60

区総合支所の子ども家庭支援センター

区の保育課

友人・知人

本・雑誌類

区のホームページ

民間の情報サイト

保育施設への直接の訪問

保育施設のＰＲ（ちらし、ホームページ）

おでかけひろば・子育てひろば

その他

無回答

全体（N=2,062）

(%)

ある 無回答ない

65.2 34.4 0.4全体（N=2,062）

(%)
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① 訪問した施設数（問８） 

訪問した施設数は、「３施設（18.9%）」が最も多かったが、「８施設以上（18.2%）」と

いう回答もあり、平均で4.7施設となっている（図表１－９－２）。 

図表１－９－２ 訪問した施設数（全体）＜現在通っている保育施設に入るまでに施設を見学した人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（10）希望した保育施設か（問９） 

現在通っている施設が、希望した保育施設かどうかたずねたところ「希望していた保育施

設である（76.7%）」が多かったが、「希望していた保育施設ではない」という回答も23.2%

あった（図表１－10）。 

図表１－10 希望した保育施設か（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（11）希望していた保育施設（問９－１） 

現在通っている施設が「希望していた保育施設ではない」人が、希望していた保育施設は、

「認可保育所（区立保育園）（53.4%）」、「認可保育所（私立保育園）（41.5%）」が多か

った（図表１－11）。 

図表１－11 希望していた保育施設（全体） 

＜希望していた保育施設ではない人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１施設 無回答２施設 ３施設 ４施設 ５施設

６施設

７施設

８施設以上

平均

4.7施設13.6 16.4 18.9 11.3 12.8 5.4

2.3

18.2 1.0全体（n=1,344）

(%)

認可保育所

（区立保育園） 無回答

保育室

認証保育所

認可保育所

（私立保育園）

認定こども園保育ママ（保育ママが保育ママの自宅で

毎日一定の時間お子さんを預かる制度）

家庭的保育事業（私立認可保育所に属する保育社が、

借り上げられたアパート等でお子さんを預かる事業）

その他認可外保育施設

（託児所、ベビールーム、

ベビーホテルなど）

53.4 41.5

0.20.00.0

1.7

1.30.2

1.7全体（n=479）

(%)

希望していた保育施設である 無回答

希望していた保育施設ではない

76.7 23.2 0.0全体（N=2,062）

(%)
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（12）入園を待機した期間の有無（問10） 

入園を待機した期間が「ある」とする人は39.0%であった（図表１－12）。 

図表１－12 入園を待機した期間の有無（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（13）入園できなかった期間の対応（問10－１）  

入園できなかった期間の対応として多かったのは、「育児休業を延長した（28.3%）」、

「認証保育園に預けた（24.2%）」、「その他認可外保育施設に預けた（18.0%）」などであ

る（図表１－13）。 

図表１－13 入園できなかった期間の対応（全体：複数回答） 

＜入園できず待機した期間がある人＞ 

 

 
16.3

2.7

28.3

12.7

2.7

3.6

6.3

9.9

3.6

0.7

24.2

0.1

7.7

18.0

7.8

0.1

0 10 20 30

父母のどちらかが子どもをみていた

仕事をやめた

育児休業を延長した

保護者の親に預けた

保護者の親以外の親族に預けた

友人・知人に預けた

認可保育所に預けた

保育室に預けた

保育ママに預けた

家庭的保育事業に預けた

認証保育所に預けた

認定こども園に預けた

一時保育施設に預けた

その他認可外保育施設に預けた

その他

無回答

全体（n=805）

(%)

ある 無回答ない

39.0 60.7 0.3全体（N=2,062）

(%)



保育サービス利用者アンケート調査                             

 

- 10 - 

（14）現在の保育施設に通っていて良いと感じること（問11） 

現在の保育施設に通っていて良いと感じることは、「栄養バランスがとれた豊富な献立が

提供されている（80.7%）」、「たくさんの同年代の友達と関われる（72.6%）」、「異年齢

の友達と関わる機会が多い（71.7%）」などが多かった（図表１－14）。 

図表１－14 現在の保育施設に通っていて良いと感じること（全体：複数回答） 

 

 

 72.6

71.7

66.2

43.3

59.4

28.2

46.2

68.0

45.2

26.6

80.7

12.5

14.2

29.2

5.8

0.1

0 20 40 60 80 100

たくさんの同年代の友達と関われる

異年齢の友達と関わる機会が多い

外で思い切り体を動かして遊べる

落ち着いて過ごせる環境である

望ましい生活習慣を身につけさせてくれる

保育プログラムに沿った保育が行われている

子どもの自主性を尊重、自信を育むことが

大切にされている

保育者が信頼できる

充分な人数の保育者による保育をしてもらえる

家庭的な環境で保育をしてもらえる

栄養バランスがとれた豊富な献立が提供されている

保護者が保育や保育運営に関わる機会が多い

地域の方との交流など大人と関われる

施設の設備や広さが充実している

その他

無回答

全体（N=2,062）

(%)
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（15）保育施設について日ごろ感じていること（問12） 

保育施設について日ごろ肯定的に感じていることは、「お子さんは毎日楽しそうに通って

いますか（97.2%）」、「子ども達は保育施設で落ち着いて過ごしていると思いますか（94.0%）」、

「施設で出される食事はどのようなものかわかるようになっていますか（93.8%）」などで

あり、逆に相対的に否定の割合が高かったのは「建物の広さや清潔度、設備は充分だと思い

ますか（30.9%）」、「遊具や教材は充分だと思いますか（19.4%）」、「保護者が参加する

行事等は参加しやすい日程ですか（15.3%）」などである（図表１－15）。 

図表１－15 保育施設について日ごろ感じていること（全体） 
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全体（N=2,062）

89.4

78.0

94.0
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11.3

6.1

6.5

2.2

7.6

6.3

4.6

5.2

-

18.8 

3.8 

7.4 

10.7 

5.0 

9.7 

6.9 

3.6 

4.7 

22.6 

-

-

11.6 

-

-

8.6 

6.2 

4.7 

24.6 

9.1 

20.6 

25.8 

0.6

0.5

0.4

0.2

0.3

0.3

0.5

0.5

0.7

0.6

0.4

0.9

0.7

0.3

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.4

0.4

0.5

0.5

通われている保育施設がどのような考え方で保育をしている

か知っていますか

日頃の保育サービスにおいて保育理念、方針と職員の行動が

一致していると思いますか

子ども達は保育施設で落ち着いて過ごしていると思いますか

子どもの発達に応じた保育と多様性の配慮がなされ、保育士

も子どもの良い所、個性を尊重してくれていると思いますか

保育士の数は充分に配置されていると思いますか

建物の広さや清潔度、設備は充分だと思いますか

遊具や教材は充分だと思いますか

保護者が参加する行事等は参加しやすい日程ですか

施設で出される食事はどのようなものかわかるようになってい

ますか

施設で出される食事は栄養バランスがとれ、献立も充実してい

ますか

行事等を通じて地域との交流は図られていると思いますか

入園当初に受けた説明と実際の保育に違いはありませんか

お子さんは毎日楽しそうに通っていますか

プライバシーに対する配慮は充分にされていますか

保育士との会話、連絡帳、園だより、掲示板等で保育施設から

の連絡事項は十分に家庭に届いていますか

保育士との会話、連絡帳、園だより等で保育施設、家庭でのお

子さんの様子は十分に情報交換されていますか

保育について、あなたの意見や意向を施設に伝えることができ

ますか

子育てに関する気がかりな点や悩みについて、気軽に相談す

ることができますか

保育中の発熱など病気への対応は適切ですか

急な残業等に対し、柔軟な対応をしてくれていますか

施設内で起きた事故、けがなど、その経緯や原因等について

充分な説明がされていますか

保護者のいろいろな価値観に理解を示してくれていますか

保護者からの苦情や意見について充分に聞き、対応してくれ

ていると思いますか

(%)
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（16）保育施設の満足度（問13） 

入園している保育施設に満足しているかについてたずねたところ「大変満足している

（45.7%）」、「満足している（40.5%）」合わせて86.2%が満足している。（図表１－16）。 

図表１－16 入園している保育施設の満足度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（17）保育施設に今後も通わせたいか（問14） 

 

現在通っている保育施設に保育施設に今後も通わせたいかをたずねたところ、80.4%が

「現在通っている保育施設に通わせたい」と回答したが、「できれば、別の保育施設に移り

たい」とする回答も18.3%あった（図表１－17）。 

 

図表１－17 保育施設に今後も通わせたいか（全体） 

 

 

 

大変満足している 無回答

不満である

普通満足している

大変不満である

45.7 40.5 10.7

1.80.3

0.9全体（N=2,062）

(%)

現在通っている保育施設

に通わせたい
無回答

できれば、別の保育施設

に移りたい

80.4 18.3 1.3全体（N=2,062）

(%)
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（18）別の施設に移りたい理由（問14－１） 

別の施設に移りたい理由としては、「園庭がない・せまい（42.1%）」、「家から遠い

（30.7%）」、「今の施設は小学校就学前まで預けられる施設ではない（29.4%）」などが多

かった（図表１－18）。 

 

図表１―18 別の施設に移りたい理由（全体：複数回答）＜できれば、別の保育施設に移りたい人＞ 

 

 
30.7

5.8

7.7

0.5

1.6

8.5

5.0

6.9

6.9

4.8

2.9

13.0

42.1

2.9

25.4

14.3

7.4

2.9

29.4

21.7

0.3

0 10 20 30 40 50

家から遠い

職場から遠い

利用する駅から遠い

親戚や知人の家から遠い

施設の周辺環境が悪い

兄弟姉妹が別の園に通っている

保育内容や方針が良くない

保育者からの情報提供が不十分

保育者数が不十分

個別の事情に沿った対応をしてくれない

子どもが行きたがらない

施設や設備が充実していない

園庭がない・せまい

セキュリティへの配慮が足りない

保育料が高い

開園時間が短い

親の負担が重い

親が運営や行事に関わる機会が少ない

今の施設は小学校就学前まで

預けられる施設ではない

その他

無回答

全体（n=378）

(%)
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２ 一時的な預かりについて 
 

（１）保育施設が利用できなかったときの対処方法（問15） 

保育施設が利用できなかったときの対処方法は、「母親が仕事を休んだ（82.9%）」、「（同

居者を含む）親族・知人にみてもらった（44.4%）」、「父親が仕事を休んだ（39.0%）」な

どが多くなっている（図表２－１）。 

図表２－１ 保育施設が利用できなかったときの対処方法（全体：複数回答） 

 

 

 82.9

39.0

44.4

6.5

0.7

14.7

3.4

0.6

4.4

4.5

0 20 40 60 80 100

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

就労していない父親または母親がみた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

病児・病後児の保育サービスを利用した

ベビーシッターを利用した

ふれあい子育て支援事業を利用した

その他

無回答

全体（N=2,062）

(%)
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（２）保育施設以外に一時的に預けたことはありましたか（問16） 

 

この１年間に、保育施設以外に一時的に預けた先で最も多かったのは、「配偶者以外の親

族（41.9%）」で、これに、「友人・知人（5.7%）」が続いている。「預けたことはない」

という回答は41.8%であった（図表２－２）。 

 

図表２－２ 保育施設以外に一時的に預けた先（全体：複数回答） 

 

 
41.9

5.7

2.4

0.0

0.8

3.2

2.7

1.6

41.8

8.1

0 20 40 60

配偶者以外の親族

友人・知人

ほっとステイ

トワイライトステイ

ふれあい子育て支援事業

ベビーシッター

他の保育施設・保育サービス

その他

預けたことはない

無回答

全体（N=2,062）

(%)
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３ 保護者の状況や保育に関する考え方 
 

（１）保育施設を利用する主な理由（問17） 

保育施設を利用する主な理由は、「保護者が現在就労しているため（96.5%）」が最も多

く、これに「子どもの成長や発達のため（39.6%）」が続いている（図表３－１）。 

図表３－１ 保育施設を利用する主な理由（全体：複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）望ましいと考える集団での教育・保育開始年齢（問18（１）） 

望ましいと考える集団での教育・保育開始年齢は、「１歳（29.8%）」、「３歳（29.0%）」、

「２歳（26.2%）」がほぼ均衡している。「０歳」とする回答も9.6%あった（図表３－２－

１）。 

図表３－２－１ 望ましいと考える集団での教育・保育開始年齢（全体） 

 

 

 

39.6

96.5

2.1

2.3

1.2

0.9

2.7

1.0

0.3

0 20 40 60 80 100

子どもの成長や発達のため

保護者が現在就労しているため

保護者が現在求職中もしくは就労予定

であるため

保護者が病気や障害があるため

保護者が家族・親族などを介護している

ため

保護者が学校等に通学中であるため

保護者が出産するため

その他

無回答

全体（N=2,062）

(%)

無回答

６歳以上
４歳０歳 ２歳

５歳

１歳 ３歳

平均

1.9歳
9.6 29.8 26.2 29.0 3.0

0.30.0

2.1全体（N=2,062）

(%)
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① 望ましいと考える集団での教育・保育日数（問18（２）） 

望ましいと考える集団での教育・保育日数は、「５日（66.1%）」が最も多かった。平均

は4.6日である（図表３－２－２）。 

図表３－２－２ 望ましいと考える集団での教育・保育日数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保育について有効なこと（問19） 

保育について有効なことについてたずねたところ、「有効」という回答が多かったのは「保

育施設を増やす（84.1%）」、「家庭と仕事の両立のため、区が会社等勤務先の事業者を支

援する（55.5%）」などであり「家族（配偶者など他の保護者）の育児や家事への参加を促

す啓発を行う」についてはやや否定的な回答の割合が高かった（図表３－３）。 

図表３－３ 保育について有効なこと（全体） 

 

 

 

無回答

７日

６日１日 ３日 ５日

２日

４日

平均

4.6日

0.00.4

11.3 18.4 66.1 1.3

0.1

2.3全体（N=2,062）

(%)

有効 無回答

どちらかと

いえば有効

あまり有効ではない 全く有効

ではない

84.1

41.2

40.3

55.5

31.7

13.6

42.1

43.5

24.5

32.7

1.7

13.5

13.4

16.4

28.4

0.2

1.6

1.6

2.7

6.0

0.4

1.6

1.1

0.9

1.2

保育施設を増やす

気軽に子育て相談や子育て情報を提

供・交換できる施設を増やす

地域の中でＮＰＯやボランティア団体

と区が協力して子育て支援を広げる

家庭と仕事の両立のため、区が会社

等勤務先の事業者を支援する

家族（配偶者など他の保護者）の育児

や家事への参加を促す啓発を行う

(%)

全体（N=2,062）
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（４）あった方が良い考え方・体制（問20） 

保育への親の参画が保育の質を高めるという観点から、保育施設と保護者との関わりや

保護者もともに保育を担うという考え方・体制についての考えを聞いたところ、あった方

が良い考え方・体制は、「保育施設の運営（運営規則、行事、予算決算等）に関し施設側と

定期的に話し合う組織（38.5%）」、「保護者が保育施設において、保育に参加できる（34.8%）」

などが多く、特に必要だと思わないという考え方は「保育施設の修繕、遊具づくり、除草な

どの作業を施設と保護者の共同で実施」が58.3%、「お迎え時等に園内で保育士、保護者同

士が交流できる定期的なお茶会」が53.1%で多かった（図表３－４）。 

図表３－４ 考え方・体制について（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）保育施設を増やす場合の設置主体（問21） 

保育施設を増やす場合の設置主体についての考え方は「行政が主体となって保育施設を建

設するなど、区の保育施設を増やす（59.7%）」が「民間の保育施設を行政が支援し、民間

の保育施設を増やす（38.6%）」を上回った（図表３－５）。 

図表３－５ 保育施設を増やす場合の設置主体（全体） 

 

 

 
行政が主体となって保育

施設を建設するなど、区の

保育施設を増やす 無回答

民間の保育施設を行

政が支援し、民間の

保育施設を増やす

59.7 38.6 1.6全体（N=2,062）

(%)

すでにある
無回答

特に必要だと思わないあった方が良い
全体（N=2,062）

22.7

44.2

6.2

35.9

11.8

38.5

24.2

34.4

34.8

34.4

37.4

30.8

58.3

28.5

53.1

1.4

0.7

1.1

0.8

0.7

保育施設の運営（運営規則、行事、予算決算

等）に関し施設側と定期的に話し合う組織

父母会など、任意の保護者の自主組織

保育施設の修繕、遊具づくり、除草などの作

業を施設と保護者の共同で実施

保護者が保育施設において、保育に参加でき

る

お迎え時等に園内で保育士、保護者同士が

交流できる定期的なお茶会

(%)
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（６）保育に対する考え方（問22） 

① Ａ群 

『保育施設の利用にあたっては、「就労支援や利便性等、仕事との両立のため、親にとっ

て利用しやすい施設を選ぶ」と「子どもが心身ともに健やかに育つこと等、子どもの健やか

な成長を促す施設を選ぶ」という２つの考えがあるとすれば、あなたはどちらをより優先し

ますか』という問に関しては、後者（45.4%）が前者（27.9%）を上回った（図表３－６－１）。 

図表３－６－１ 保育に対する考え方Ａ群（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Ｂ群 

『保育施設全体の定員として、どのくらいの規模の施設に現在のあて名のお子さんを預

けたいと思いますか（保育士と子どもの割合は各施設とも同じと考えてください）』という

問に関しては、「比較的大きな規模（30～100人程度）で集団保育を行なう施設（63.5%）」、

「比較的小さな規模（10～30人程度）で集団保育を行なう施設（28.6%）」、「大きな規模

（100人以上）で集団保育を行なう施設（6.6%）」の順となった（図表３－６－２）。 

図表３－６－２ 保育に対する考え方Ｂ群（全体） 

 

 

 

子どものすこやかな

成長を促すという考え

もあるが、どちらかと

いえば、親にとっての

利用しやすさ 無回答

親にとっての利用しやすさ

という考えもあるが、どち

らかといえば、子どものす

こやかな成長を促す

どちらとも言えない、

どちらかを選ぶこと

はできない

27.9 45.4 26.4 0.3全体（N=2,062）

(%)

大きな規模（100人

以上）で集団保育を

行う施設 無回答
比較的大きな規模（30～100人

程度）で集団保育を行う施設

比較的小さな規模

（10～30人程度）で集

団保育を行う施設

保育士等が、園自宅等で家庭的

な雰囲気の中で３～５人程度の

規模で保育を行う施設

6.6 63.5 28.6

0.8

0.5全体（N=2,062）

(%)
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③ Ｃ群 

『保育施設の利用の条件と保育料を支払うしくみについてどのようにお考えですか』とい

う問については、「親の就労等の場合に利用でき、家庭の所得に応じて負担するしくみ（応

能負担）（63.2%）」が「親の就労等に関係なく自由に利用でき、家庭の所得に関係なく、

サービスの利用に応じて保育料を支払うしくみ（より多くのサービスを受けようとすれば高

負担となる:応益負担）（34.3%）」を上回った（図表３－６－３）。 

図表３－６－３ 保育に対する考え方Ｃ群（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）利用の仕方や内容の違いの認知状況（問23） 

区内にある様々な保育施設について、その利用の仕方や内容の違いをどの程度ご存知で

すか、という問いに関しては、下記の通りの回答状況であり、認知率(「よく知っている」

と「だいたい知っている」を合計した割合)が高いのは『認可保育所（区立・私立保育園）

（97.4％）』、『認証保育所（84.9％）』、『保育室（65.5％）』、『保育ママ（64.2％）』

などとなっている（図表３－７）。 

図表３－７ 利用の仕方や内容の違いの認知状況（全体） 

 

 

 

親の就労等に関係なく自由に

利用でき、家庭の所得に関係

なく、サービスの利用に応じて

保育料を支払うしくみ（より多く

のサービスを受けようとすれ

ば高負担となる：応益負担） 無回答

親の就労等の場合に利用で

き、家庭の所得に応じて負担

するしくみ（応能負担）

34.3 63.2 2.5全体（N=2,062）

(%)

よく知っている 無回答だいたい知っている

聞いたことはある

知らない

64.5

17.9

17.7

6.7

41.0

12.6

32.9

47.6

46.5

18.2

43.9

36.2

1.7

27.3

30.0

39.6

12.2

38.7

0.4

6.6

5.2

34.9

2.3

12.0

0.4

0.6

0.6

0.6

0.6

0.4

認可保育所

（区立・私立保育園）

保育室

保育ママ

家庭的保育事業

認証保育所

認定こども園

(%)

全体（N=2,062）
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４ 保護者の就労状況について 
 

（１）就労形態（問24） 

① 就労形態／父親 

就労形態／父親は、「フルタイム（87.3%）」が最も多く、これに「自営業（家族従事者

含む）（10.4%）」が続いている（図表４－１－１）。 

図表４－１－１ 就労形態／父親（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 就労形態／母親 

就労形態／母親は、「フルタイム（51.7%）」、「フルタイム（勤務時間短縮制度利用中）

（25.0%）」「フルタイム以外（パートタイム等）（12.1%）」の順であった（図表４－１－

２）。 

図表４－１－２ 就労形態／母親（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

フルタイム 無回答

自営業（家族従事者含む）

その他
フルタイム（勤務時間

短縮制度利用中）

フルタイム以外（パートタイム等） 現在仕事を

していない

87.3

0.60.4

10.4

0.30.5

0.6全体（n=1,942）

(%)

フルタイム 無回答

自営業（家族従事者含む）

その他フルタイム（勤務時間

短縮制度利用中）

フルタイム以外（パートタイム等） 現在仕事を

していない

51.7 25.0 12.1 6.9

1.32.5

0.5全体（n=2,054）

(%)
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③ 就労形態／父親・母親 

父親・母親の就労形態を比較すると、父親は母親に比べて「フルタイム」の比率が高い（図

表４－１－３）。 

図表４－１－３ 就労形態（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）一週間の就労日数、就労状況（問25） 

① 週のうち働く日数（問25①） 

週のうち働く日数の平均は、父親が5.3日、母親が5.0日であった（図表４－２－１）。 

図表４－２－１ 週のうち働く日数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 残業の時間と回数（問25③） 

一日平均の残業時間は、父親が2.8時間、母親が0.8時間であった。また、週平均の残業

回数は、父親が4.2回、母親が1.6回であった（図表４－２－２、４－２－３）。 

図表４－２－２ 残業の時間（全体） 

 

 

 

 

 

 

(%)
１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

父 親 （ n=1,925） 0.0 0.0 0.1 0.2 69.6 26.4 3.2 0.6

母 親 （ n=2,016） 0.0 0.2 0.9 3.7 83.3 9.5 0.5 1.8 5.0　日

平

均

5.3　日

(%)
０

時

間

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

１

０

時

間

以

上

無

回

答

父 親 （ n=1,925） 4.9 14.3 22.9 20.4 12.8 8.5 2.4 0.6 1.0 0.2 1.1 10.9

母 親 （ n=2,016） 42.0 28.9 8.6 2.8 0.9 0.6 0.2 0.5 0.8 0.2 0.2 14.2 0.8　時間

平

均

2.8　時間

フルタイム 無回答

自営業（家族従事者含む）

その他
フルタイム（勤務時間

短縮制度利用中）

フルタイム以外（パートタイム等） 現在仕事を

していない

87.3

51.7

0.6

25.0

0.4

12.1

10.4

6.9

0.3

1.3

0.5

2.5

0.6

0.5

父親（n=1,942）

母親（n=2,054）

(%)
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図表４－２－３ 残業の時間回数（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 土曜日の仕事／父親・母親（問25④） 

土曜日の仕事を月に2～3回以上する割合は、父親が49.4%、母親が28.1%であった（図表

４－２－４）。 

図表４－２－４ 土曜日の仕事（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 日曜日・祝日の仕事／父親・母親（問25⑤） 

日曜日の仕事をある程度する割合は、父親が 60.8%、母親が 29.6%であった（図表４－２

－５）。 

図表４－２－５ 日曜日・祝日の仕事（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)
０

回

１

回

２

回

３

回

４

回

５

回

６

回

７

回

無

回

答

父 親 （ n=1,925） 4.8 2.1 4.9 11.6 11.9 45.8 6.9 1.2 10.7

母 親 （ n=2,016） 40.8 8.8 7.9 9.8 5.3 11.8 0.6 0.1 14.7 1.6　回

平

均

4.2　回

毎週する 無回答
月２～３回する

月１回する 毎週休み

26.0

12.7

23.4

15.4

14.0

13.4

34.9

56.5

1.7

2.0

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)

いつもする

無回答

ときどきする ほとんどしない その他

まったくしない

14.7

3.4

46.1

26.2

20.5

23.2

15.7

44.4

1.5

1.1

1.5

1.8

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)
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⑤ 年末の仕事／父親・母親（問25⑥） 

年末の仕事は、「28日まで」に終了する割合が、父親で51.6%、母親で62.8%であった。

大晦日まで働いている父親が13.4%、母親が6.9%いる（図表４－２－６）。 

図表４－２－６ 年末の仕事（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 就労の動機／父親・母親（問25⑦） 

就労の動機は、「生活の維持のため」が父親（84.9%）、母親（66.5%）とも最も多い。母

親では「生活の向上のため」という動機が22.6%あった（図表４－２－７）。 

図表４－２－７ 就労の動機（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 育児休業制度の有無／父親・母親（問25⑧） 

会社等に勤務の人に、育児休業制度の有無をたずねたところ、「ある」が父親で61.2%、

母親で73.9%であった（図表４－２－８）。 

図表４－２－８ 育児休業制度の有無（全体）＜会社等に勤務の人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

27日以前

から休み 無回答28日まで

大晦日まで

29日まで 30日まで

10.2

14.2

41.4

48.6

17.0

13.2

15.3

14.0

13.4

6.9

2.8

3.0

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)

生活の維持のため 無回答

生活の向上

のため

自己実現のため

その他

84.9

66.5

6.8

22.6

6.1

7.8

0.5

1.0

1.8

2.1

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)

ある 無回答ない

61.2

73.9

28.6

16.3

10.2

9.8

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)
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⑧ 育児休業の取得の有無／父親・母親（問25⑨） 

育児休業を取得したことがある人は、父親で3.5%、母親で68.7%であった（図表４－２－

９）。 

図表４－２－９ 育児休業の取得の有無（全体）＜会社等に勤務の人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 勤務時間短縮制度の有無／父親・母親（問25⑩） 

勤務時間短縮制度の有無は、父親で49.7%、母親で67.7%である（図表４－２－10）。 

図表４－２－10 勤務時間短縮制度の有無（全体）＜会社等に勤務の人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 勤務時間短縮制度の取得の有無／父親・母親（問25⑪） 

勤務時間短縮制度を取得したことのある人は父親で1.3%、母親で46.6%である（図表４－

２－11）。 

図表４－２－11 勤務時間短縮制度の取得の有無（全体）＜会社等に勤務の人＞ 

 

 

ある 無回答ない

3.5

68.7

85.8

20.6

10.7

10.8

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)

ある 無回答ない

49.7

67.7

37.8

20.9

12.6

11.4

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)

ある 無回答ない

1.3

46.6

86.8

42.1

11.9

11.3

父親（n=1,925）

母親（n=2,016）

(%)
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５ 家族の状況等 
 

（１）記入者（問26） 

調査票の記入者は、母親が93.3%と大半を占めている（図表５－１）。 

図表５－１ 記入者（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）同居状況（問27） 

同居状況は、「父母同居」が89.1%と大半を占めているが、「母同居（ひとり親家庭）」

が5.8%、「祖父母と同居」が5.5%あった（図表５－２）。 

図表５－２ 同居状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）世帯の総収入（問２８） 

世帯の総収入は、「1,000万円以上～1,500万円未満（20.1%）」、「600万円以上～800

万円未満（19.8%）」, 

「800万円以上～1,000万円未満（17.6%）」などが多くなっている（図表５－３）。 

図表５－３ 世帯の総収入（全体） 

 

 

 

 

 

 

無回答
母親 父親

その他の保護者

93.3 6.0

0.1

0.6全体（N=2,062）

(%)

200万円未満

無回答

200万円以上

～400万円未満

400万円以上

～600万円未満

600万円以上

～800万円未満

800万円以上

～1,000万円未満

1,000万円以上

～1,500万円未満

1,500万円以上

～2,000万円未満

2,000万円以上

3.59.8 16.3 19.8 17.6 20.1 8.03.21.6全体（N=2,062）

(%)

無回答

その他
父母同居

祖父母と同居

父同居（ひとり親家庭）

母同居（ひとり親家庭）

父同居（母の単身赴任） 母同居（父の単身赴任）

89.1

0.4

5.8

0.02.3

5.5

1.7

1.3全体（N=2,062）

(%)
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（４）居住地域（問29） 

 

居住地域は下図のとおりであり、「世田谷地域（27.4%）」、「玉川地域（23.8%）」など

が多い。（図表５－４）。 

 

図表５－４ 居住地域（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷地域 無回答北沢地域 玉川地域 砧地域 烏山地域

世田谷区外の市区町村

27.4 12.0 23.8 19.6 14.7

0.2

2.2全体（N=2,062）

(%)


